
日頃から当事業所の運営にご協力をいただきありがとうございます。平成２３年３月１日に開所したステップは今年で

８年目を迎えました。今年度は３名の新しい児童が入居し、２名の児童が自立して新しい生活へと旅立ちました。そし
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８年目を迎えました。今年度は３名の新しい児童が入居し、２名の児童が自立して新しい生活へと旅立ちました。そし

て、３月にはステップでは初めての就学自立の児童も退居の予定です。

現在、ステップに入居している子どもたちは、一時保護委託児童も含めて全員が学校の生徒です。元々は就労自立

を目指すことが目的の自立援助ホームですが、現在の状況を見ると時代の移り変わりを感じます。ステップではこれか

らも変わり続ける子どものニーズに寄り添いながら支援を続けて参ります。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

これまでステップなど自立援助ホームの対象者は、義務教育修了後から２０歳になるまでの児童

でした。そのため、大学等に在学中の入居者も２０歳の誕生日とともに退居を求められるような状況

だったのです。そんな中、平成２８年に改正された児童福祉法において就学者自立生活援助事業と

社会的養護自立支援事業が明記され、今年度より岩手県でも両事業が実施されています。社会的養護自立支援事業が明記され、今年度より岩手県でも両事業が実施されています。

就学者自立生活援助事業の実施により、大学等に就学しているステップ入居者は２０歳到達後か

ら２２歳の年度末まで、引き続きステップでの支援が可能です。

社会的養護自立支援事業の一つとして、ステップ入居中で２０歳を迎える際に、自立のため継続支援が適当と認め社会的養護自立支援事業の一つとして、ステップ入居中で２０歳を迎える際に、自立のため継続支援が適当と認め

られた場合は原則２２歳の年度末まで継続して支援が可能となりました。ただ、継続支援を行う場合は支援コーディネ

ーターによる継続支援計画の作成が必須です。県内では「ＮＰＯ法人もりおかユースポート」が

「ミ・ポルトいわて」の名称で社会的養護自立支援事業の支援コーディネーターを行っています。「ミ・ポルトいわて」の名称で社会的養護自立支援事業の支援コーディネーターを行っています。

支援コーディネーター等について、詳しくは「もりおかユースポート」にお問い合わせください。

いずれにしても、２０歳を迎えた児童がその途端に支援がなくなる状況が改善されたのは大

きな前進です。現在の所、２０歳以降の継続支援予定の児童は居ませんが、ステップでの２０歳

ステップは偶然にも８年前の

東日本大震災直前に開所しま

した。震災時の児童の安全確

Ｋ・Ｍさん 【２０１８年４月退居】
私は短い期間でしたが、ステ
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保については、現在のステップ

においても忘れてはならない内
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したが、スタッフの方たちの支

えがあり、安心した生活を送る 容として胸に刻まれています。
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上に、火災の心配も尽きません。
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以降の支援については、これからも機会ある毎に皆さんにお伝えしていきたいと思います。

ステップでは、隔月で防災訓練

を行っていますが、昨年の９月に

は避難はしごを使用しての避難訓

練を行いました。いざという時のた

今まで不自由で、常に緊張した気持ちで生活してき

たので、ある程度の自由があって、いつも穏やかな雰

囲気で本当の家のように過ごせました。その後の就職

のこともサポートしてくださり、他の会社の同期と変わ 練を行いました。いざという時のた

め、参加児童も真剣に避難はしご

の使用方法を学びました。

のこともサポートしてくださり、他の会社の同期と変わ

らずに働くことが出来ています。ステップに居られたこ

と、本当に感謝しかありません。
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Ｆくん～ 「ゲームプランナー」という夢の実現に

向けて、コンピュータの専門学校へ入

９月 ３日 児童福祉施設職員研修会・実習生受け入れ
９月 ６日 関係機関訪問（一戸町･二戸市･九戸村･軽米町･洋野町･久慈市）
９月１１日 Ａさん児相面談

学が決定しました。奨学金採用の内定

もいただき､年度内に退居の方向です｡

Ｍくん～ 学校の先生から励まされながら、高

校の卒業単位をなんとか取得できまし

９月１１日 Ａさん児相面談
９月１２日 Ｅさん支援会議
９月１８日 スタッフ会議

        ワンポイント研修（障がい者福祉関連法）
       Ｍくん盛岡市生活福祉課面談 校の卒業単位をなんとか取得できまし

た。希望していたのは介護関係での就

職でしたが、道のりは遠そうです｡

Ｓさん～ 高校のレポート作成とスクーリングの

       Ｍくん盛岡市生活福祉課面談
９月２３日 防災訓練（水害想定）

１０月 ５日 Ｆくん・Ｙくん盛岡市生活福祉課面談
１０月 ６日 里親研修
１０月１０日 Ｓさん児相面談 Ｓさん～ 高校のレポート作成とスクーリングの

出席を淡々とこなしています。最近は

オンラインゲームに熱中の様子です。

Ｙくん～ 毎日高校に通いながら週末のアルバ

イトを継続しています。「ニートになりた

１０月１０日 Ｓさん児相面談
１０月１２日 入居見学
１０月１５日 スタッフ会議

      ワンポイント研修（ひきこもり支援）
１０月１７日 Ｍくん児相面談

イトを継続しています。「ニートになりた

い」が口癖の彼も、ついに今年は就活

の年となります。

Ｎさん～ １月２８日に一時保護委託で入居しま

１０月１７日 Ｍくん児相面談
１０月２２日 児童養護施設職員ステップ見学
１０月２８日 Ｍくん関係者会議
１１月 ２日 児童福祉施設間交流研修会
１１月 ５日 全国自立援助ホーム協議会名古屋大会（～６日）

Ｎさん～ １月２８日に一時保護委託で入居しま

した。入居してすぐに、希望していた高

校から合格通知をいただきました！

Ａさん～ 昨年１２月３日に自立退居しました。

１１月 ９日 Ａさん支援会議
１１月１４日 Ｍくん支援会議
１１月１５日 Ｓさん支援会議
１１月１９日 スタッフ会議

「引っ越したらすぐにスマホを買う！」と

話していましたが、残念ながらそれは

まだ実現できていない模様です｡

Ｅさん～ ２月３日に自立退居しました。就職先

       ワンポイント研修（若者就労支援）
１１月２２日 児童福祉施設協議会専門委員会
１１月３０日 防災訓練（居室火災想定・避難はしご使用訓練）
１２月 １日 Ｓさん誕生日💛
１２月 ３日 Ａさん自立退居

（ＯＧ）

Ｅさん～ ２月３日に自立退居しました。就職先

を自分で見つけ、自動車運転免許も手

にして、意気揚々と引っ越しました。後

は高校の卒業単位が取得できている

ことを祈るだけです。

１２月 ３日 Ａさん自立退居
１２月 ７日 北関東・東北地区
        自立援助ﾎｰﾑ連絡協議会
１２月１２日 Ｙくん誕生日💛
１２月１９日 スタッフ会議

（ＯＧ）

ことを祈るだけです。１２月１９日 スタッフ会議
１２月２１日 Ｉさん入居見学
１２月２５日 クリスマスディナー

１月 ８日 里親研修
１月 ９日 退居児Ｏさん支援会議１月 ９日 退居児Ｏさん支援会議
１月２２日 Ｎさん入居見学
１月２３日 スタッフ会議
１月２６日 防災訓練（食堂火災想定）
１月２８日 Ｎさん一時保護委託

男子 女子 合計

９月 ３人 ３人 ６人
１月２８日 Ｎさん一時保護委託
１月２９日 Ｍくん児相面談
１月３０日 Ｍくん支援会議
２月 ３日 Ｅさん自立退居
２月１３日 自立支援セミナー①

10 月 ３人 ３人 ６人

11 月 ３人 ３人 ６人

12 月 ３人 ３人 ６人２月１３日 自立支援セミナー①
２月１８日 スタッフ会議
２月１９日 福祉総合相談センター職員ステップ見学
２月２０日 自立支援セミナー②
２月２６日 Ｍくん関係者会議

１月 ３人 ２人 ５人

２月 ３人 ２人(+1) ５人(+1)

※(+1) は一時保護委託児童２月２６日 Ｍくん関係者会議 ※(+1) は一時保護委託児童

今回、退居後のアフターフォローも含めてステップを退居した児童と連絡を取る中で、Ｋ・Ｍさんからいただいた入居

時の思い出を「ＯＢ・ＯＧの声」として掲載させていただきました。入居中から頑張り屋のＫ・Ｍさんでしたが、現在の生

活にほんの少しでもステップでの経験が生かされているならばこんなにうれしいことはありません。

  このところ毎日のようにテレビや新聞で報道される虐待事件を見るたび、私たちも児童福祉の担い手として他人事で  このところ毎日のようにテレビや新聞で報道される虐待事件を見るたび、私たちも児童福祉の担い手として他人事で

はないことを痛感します。子どもたちに安心安全な生活を提供し、将来の生活に生かせる体験ができるよう、今まで以

上に気を引き締めて支援に当たろうとスタッフ全員で肝に銘じている所です。                     （岩井）
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